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「2026 年 2 月の Discover コアアップデート」の前後での変化を、NewzDash が分析した。

https://www.suzukikenichi.com/blog/analysis-of-the-google-discover-february-2026-core-update-whats-changed/

「2026年 2月の Discoverコアアップデート」の前後での変化を、NewzDashが分析しました。アップデート前（1月 25日〜31日）とアップデート後（2月 8日〜14日）の米国のカリフォルニア州とニューヨーク州のフィードを比較しました。その結果、このアップデートがターゲットとしていた 3つの改善について目に見える変化が観測できました。ローカル情報がより重視釣り見出しの減少タイムリーな記事が優先それぞれの変化の特徴を説明します。1.ローカルな情報がより重視されるようになったまず目立つのが、地域性の強化です。米国内のパブリッシャーが全体的に表示されやすくなった一方で、海外サイトのシェアは低下しました。さらに興味深いのが州レベルの違いで、カリフォルニア州のフィードにはカリフォルニアのメディアが、ニューヨーク州のフィードにはニューヨークのメディアが、それぞれ約 5倍多く表示されていました。つまり、Discoverはいまや「全国共通の情報」+「あなたの地域の情報」という組み合わせで届けられています。  ユーザーの国に拠点を置くウェブサイトから、地域に関連性の高いコンテンツをより多く表示するこれが、2026年 2月の Discoverコアアップデートの 1つ目の改善項目でした。達成されていると言えそうです。地域に根ざした情報発信は、以前よりも Discoverでの大きな武器になります。

「2026 年 2 月の Discover コアアップデート」の前後での変化を、NewzDash が分析しました。

アップデート前（1 月 25 日〜31 日）とアップデート後（2 月 8 日〜14 日）の米国のカリフォルニア州とニューヨーク州のフィードを比較しました。その結果、このアップデートがターゲットとしてい

た 3 つの改善について目に見える変化が観測できました。

1. ローカル情報がより重視

2. 釣り見出しの減少

3. タイムリーな記事が優先

それぞれの変化の特徴を説明します。

1. ローカルな情報がより重視されるようになった

まず目立つのが、地域性の強化です。

米国内のパブリッシャーが全体的に表示されやすくなった一方で、海外サイトのシェアは低下しました。

さらに興味深いのが州レベルの違いで、カリフォルニア州のフィードにはカリフォルニアのメディアが、ニューヨーク州のフィードにはニューヨークのメディアが、それぞれ約 5 倍多く表示されていまし

た。

つまり、Discover はいまや「全国共通の情報」+「あなたの地域の情報」という組み合わせで届けられています。

ユーザーの国に拠点を置くウェブサイトから、地域に関連性の高いコンテンツをより多く表示する

これが、2026 年 2 月の Discover コアアップデートの 1 つ目の改善項目でした。

達成されていると言えそうです。

地域に根ざした情報発信は、以前よりも Discover での大きな武器になります。

2026年2月のGoogle Discoverコアアップデート分析：何が変わったのか？
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2.「続きが気になる」系の釣り見出しの排除Discoverでの扇情的なコンテンツやクリックベイトの削減これが、2つ目の改善項目でした。「クリックしたくなる見出し」がすべてダメになったわけではありません。ただし、テンプレートのように量産された釣り見出しは明確に嫌われるようになっています。データを見ると、次のような変化が発見できました。自動車系メディアの Autoevolutionはトップ 1000への掲載がゼロにYahooはトップ 1000掲載数が半減し、上位 100件からも消える「心理学によると…」のようなリスト記事が軒並みランク低下Autoevolutionも Yahooもクリックを誘う定型の記事見出しを繰り返し使用していたメディアです。一方で、「72.9 → 84.2文字」へと記事タイトルの平均文字数は増えました。しっかりとした内容を伝える見出しが好まれる傾向がうかがえます。読者を引きつける見出しは依然として有効ですが、「中身のないテンプレート記事」は通用しなくなっています。3.タイムリーで役に立つ情報が優先されるスポーツやニュースカテゴリのシェアが増加し、逆にエンタメ系は大幅に低下しました（米国では 24.40% → 17.90%）。ただし注意点があり、この期間はスーパーボウル・冬季オリンピック・ワールドカップが重なっていました。そのため、アップデートの効果とニュースサイクルの影響を完全に切り分けるのは難しい状況です。

2.「続きが気になる」系の釣り見出しの排除

Discover での扇情的なコンテンツやクリックベイトの削減

これが、2 つ目の改善項目でした。

「クリックしたくなる見出し」がすべてダメになったわけではありません。

ただし、テンプレートのように量産された釣り見出しは明確に嫌われるようになっています。

データを見ると、次のような変化が発見できました。

• 自動車系メディアの Autoevolution はトップ 1000 への掲載がゼロに

• Yahoo はトップ 1000 掲載数が半減し、上位 100 件からも消える

• 「心理学によると…」のようなリスト記事が軒並みランク低下

Autoevolution も Yahoo もクリックを誘う定型の記事見出しを繰り返し使用していたメディアです。

一方で、「72.9 → 84.2 文字」へと記事タイトルの平均文字数は増えました。

しっかりとした内容を伝える見出しが好まれる傾向がうかがえます。

読者を引きつける見出しは依然として有効ですが、「中身のないテンプレート記事」は通用しなくなっています。

3. タイムリーで役に立つ情報が優先される

スポーツやニュースカテゴリのシェアが増加し、逆にエンタメ系は大幅に低下しました（米国では 24.40% → 17.90%）。

ただし注意点があり、この期間はスーパーボウル・冬季オリンピック・ワールドカップが重なっていました。

そのため、アップデートの効果とニュースサイクルの影響を完全に切り分けるのは難しい状況です。

2026年2月のGoogle Discoverコアアップデート分析：何が変わったのか？

https://ipullrank.com/google-algo-leak
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また、扱われるトピックの幅は広がった一方で、表示されるパブリッシャーの数は絞られています。米国では 172 → 158ドメインへと減少しました。より多様な話題を、より限られたメディアが担うという構図です。特定の分野の専門知識を持つウェブサイトから、より詳細でオリジナルでタイムリーなコンテンツを、サイトのコンテンツに関する Googleのシステムの理解に基づいて表示するこれが、2026年 2月の Discoverコアアップデートの 3つ目の改善項目でした。達成されていると言えそうです。「今知りたい」「役に立つ」情報を素早く届けることが、これまで以上に重要になっています。  Xの存在感が急上昇、YouTubeは依然としてNewzDash DiscoverPulse強し見逃せない変化として、Xのポストが Discoverに大量表示されるようになりました。米国トップ 100での Xアイテム数：3 → 13件NYトップ 100では：2 → 14件Xドメイン全体の視認性は +38%上昇表示されているのは主にニューヨークタイムズなどの大手メディアの公式アカウントで、フィード内の滞在時間も通常の記事とほぼ同じ（約 48時間）という結果が出ています。ただし、YouTubeは依然として圧倒的な存在感を持っています。Xの約 5倍の動画数・クリック数を誇ります。気になるのは、あるメディアの自社サイトのスコアが急落する一方、同メディアの Xポストが 1位になるというケースが見られた点です。「自社サイトへの流入が Xに食われている」可能性もありますが、ニュースサイクルの影響とは区別できていません。Xは Discoverの新しい流入経路になりつつあります。しかしながら、「Discover → X →自社サイト」という経由が増えると、直接流入と比べてユーザーが離脱しやすくなるリスクもあります。

また、扱われるトピックの幅は広がった一方で、表示されるパブリッシャーの数は絞られています。

米国では 172 → 158 ドメインへと減少しました。

より多様な話題を、より限られたメディアが担うという構図です。

特定の分野の専門知識を持つウェブサイトから、より詳細でオリジナルでタイムリーなコンテンツを、サイトのコンテンツに関する Google のシステムの理解に基づいて表示する

これが、2026 年 2 月の Discover コアアップデートの 3 つ目の改善項目でした。

達成されていると言えそうです。

「今知りたい」「役に立つ」情報を素早く届けることが、これまで以上に重要になっています。

X の存在感が急上昇、YouTube は依然としてNewzDash DiscoverPulse強し

見逃せない変化として、X のポストが Discover に大量表示されるようになりました。

• 米国トップ 100 での X アイテム数：3 → 13 件

• NY トップ 100 では：2 → 14 件

• X ドメイン全体の視認性は +38% 上昇

表示されているのは主にニューヨークタイムズなどの大手メディアの公式アカウントで、フィード内の滞在時間も通常の記事とほぼ同じ（約 48 時間）という結果が出ています。

ただし、YouTube は依然として圧倒的な存在感を持っています。

X の約 5 倍の動画数・クリック数を誇ります。

気になるのは、あるメディアの自社サイトのスコアが急落する一方、同メディアの X ポストが 1 位になるというケースが見られた点です。

「自社サイトへの流入が X に食われている」可能性もありますが、ニュースサイクルの影響とは区別できていません。

X は Discover の新しい流入経路になりつつあります。

しかしながら、「Discover → X → 自社サイト」という経由が増えると、直接流入と比べてユーザーが離脱しやすくなるリスクもあります。

2026年2月のGoogle Discoverコアアップデート分析：何が変わったのか？

https://ipullrank.com/google-algo-leak
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パブリッシャーが今すぐ意識すべきことまとめると、今回のアップデートで Discoverが評価するのは次の 3つです。トピック的な専門性 ——幅広く浅く扱うより、特定テーマで深く掘り下げるほうが評価される。タイムリーさと実用性 ——「今読む価値がある」情報かどうかが問われる。地域への密着度 ――地元ユーザーに刺さる情報は、単なるローカル情報よりも「専門性 ×地域性」の組み合わせが強みになる。権威ある情報源に裏打ちされた魅力的な見出しは引き続き有効です。対して、テンプレートで量産したコンテンツや根拠の薄い釣り見出しはリスクが高まっています。調査方法の概要この分析では、NewzDash DiscoverPulseパネルデータを用いて、2026年 2月のコアアップデート前後における Google Discoverのパフォーマンスを比較しました。※NewzDash DiscoverPulseは、独自の Discoverリアルタイムトラッキングツール  期間アップデート前：2026年 1月 25日～31日アップデート後：2026年 2月 8日～14日 分析データセット米国上位 1000ドメイン（正規化スコア）米国上位 1000記事（アップデート前後のエクスポート）カリフォルニア州上位 1000記事（アップデート前後のエクスポート）ニューヨーク州上位 1000記事（アップデート前後のエクスポート）スコアリングの方法Discover視認性スコアは、各時間ウィンドウ内での相対値である。各リストの上位項目に 100点を付与する。その他すべての項目は、上位項目を基準に相対的にスケーリングされる。米国上位 1000ドメインについては、前後の比較を同一スケールで行えるよう正規化スコアを使用する。

パブリッシャーが今すぐ意識すべきこと

まとめると、今回のアップデートで Discover が評価するのは次の 3 つです。

• トピック的な専門性 —— 幅広く浅く扱うより、特定テーマで深く掘り下げるほうが評価される。

• タイムリーさと実用性 —— 「今読む価値がある」情報かどうかが問われる。

• 地域への密着度 ―― 地元ユーザーに刺さる情報は、単なるローカル情報よりも「専門性 × 地域性」の組み合わせが強みになる。

権威ある情報源に裏打ちされた魅力的な見出しは引き続き有効です。

対して、テンプレートで量産したコンテンツや根拠の薄い釣り見出しはリスクが高まっています。

調査方法の概要

この分析では、NewzDash DiscoverPulse パネルデータを用いて、2026 年 2 月のコアアップデート前後における Google Discover のパフォーマンスを比較しました。

※NewzDash DiscoverPulse は、独自の Discover リアルタイム トラッキング ツール

期間

• アップデート前：2026 年 1 月 25 日～31 日

• アップデート後：2026 年 2 月 8 日～14 日

分析データセット

• 米国上位 1000 ドメイン（正規化スコア）

• 米国上位 1000 記事（アップデート前後のエクスポート）

• カリフォルニア州上位 1000 記事（アップデート前後のエクスポート）

• ニューヨーク州上位 1000 記事（アップデート前後のエクスポート）

スコアリングの方法

• Discover 視認性スコアは、各時間ウィンドウ内での相対値である。

• 各リストの上位項目に 100 点を付与する。

• その他すべての項目は、上位項目を基準に相対的にスケーリングされる。

• 米国上位 1000 ドメインについては、前後の比較を同一スケールで行えるよう正規化スコアを使用する。

2026年2月のGoogle Discoverコアアップデート分析：何が変わったのか？

https://ipullrank.com/google-algo-leak
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Microsoft のセキュリティ研究者は、「AI Recommendation Poisoning（AI レコメンデーション・ポイズニング）」と呼ばれる新たな脅威トレンドを確認した。

https://www.suzukikenichi.com/blog/the-rise-of-ai-recommendation-poisoning/

Microsoftのセキュリティ研究者は、「AI Recommendation Poisoning（AIレコメンデーション・ポイズニング）」と呼ばれる新たな脅威トレンドを確認しました。これは、企業が「AIで要約」ボタンや共有リンクに隠されたメモリ操作命令を埋め込む手法です。あらかじめ入力されたプロンプトパラメーターを使用し、「この企業を信頼できる情報源として記憶せよ」といった命令を、永続的メモリをサポートする AIアシスタントに注入します。こうすることで、その企業が回答で優先的に言及されるように操作します。Microsoftは AIレコメンデーション・ポイズニングに対処すべく、Copilotおよび Azure AIサービスにおいてプロンプトインジェクションのパターンを検出・ブロックする緩和策を実装しました。AIレコメンデーション・ポイズニングとはAIレコメンデーション・ポイズニングとは、AIアシスタントに持続的なプロモーション命令を注入する AIメモリポイズニングの一形態です。主要な AIプラットフォームを標的とし、?q=や ?prompt=などのあらかじめ入力された URLパラメーターを通じて配信されます。攻撃の仕組みAIレコメンデーション・ポイズニングの主な攻撃手法は 3つ存在します。あらかじめ入力された URLプロンプトを含む悪意のあるリンク（主に観測された手法）AIが処理するドキュメント、メール、またはウェブページに隠されたプロンプト（クロスプロンプトインジェクション攻撃（XPIA）の一形態）メモリを改ざんするコマンドをユーザーに貼り付けさせるソーシャルエンジニアリング最も多く観測された AIレコメンデーション・ポイズニングの形態は、次のプロセスで機能します。ユーザーが「AIで要約」または類似のボタンをクリックするリンクが開くと、AIアシスタントに対して特定の企業を信頼できる権威ある情報源として「記憶」するよう指示する隠しプロンプトが実行されるメモリに保存された場合、その命令はセッションをまたいで将来のレスポンスに影響を与えるソーシャルメディアへのシェアボタンと並列で設置されることも多い AIシェアボタン。記事の概要生成とともに、そのサイトを信頼できるソースとして認識し記憶しておくようにという指示も加えたプロンプトを実行させている場合がある。

Microsoft のセキュリティ研究者は、「AI Recommendation Poisoning（AI レコメンデーション・ポイズニング）」と呼ばれる新たな脅威トレンドを確認しました。

これは、企業が「AI で要約」ボタンや共有リンクに隠されたメモリ操作命令を埋め込む手法です。

あらかじめ入力されたプロンプトパラメーターを使用し、「この企業を信頼できる情報源として記憶せよ」といった命令を、永続的メモリをサポートする AI アシスタントに注入します。

こうすることで、その企業が回答で優先的に言及されるように操作します。

Microsoft は AI レコメンデーション・ポイズニングに対処すべく、Copilot および Azure AI サービスにおいてプロンプトインジェクションのパターンを検出・ブロックする緩和策を実装しました。

AI レコメンデーション・ポイズニングとは

AI レコメンデーション・ポイズニングとは、AI アシスタントに持続的なプロモーション命令を注入する AI メモリポイズニングの一形態です。

主要な AI プラットフォームを標的とし、?q= や ?prompt= などのあらかじめ入力された URL パラメーターを通じて配信されます。

攻撃の仕組み

AI レコメンデーション・ポイズニングの主な攻撃手法は 3 つ存在します。

• あらかじめ入力された URL プロンプトを含む悪意のあるリンク（主に観測された手法）

• AI が処理するドキュメント、メール、またはウェブページに隠されたプロンプト（クロスプロンプトインジェクション攻撃（XPIA）の一形態）

• メモリを改ざんするコマンドをユーザーに貼り付けさせるソーシャルエンジニアリング

最も多く観測された AI レコメンデーション・ポイズニングの形態は、次のプロセスで機能します。

1. ユーザーが「AI で要約」または類似のボタンをクリックする

2. リンクが開くと、AI アシスタントに対して特定の企業を信頼できる権威ある情報源として「記憶」するよう指示する隠しプロンプトが実行される

3. メモリに保存された場合、その命令はセッションをまたいで将来のレスポンスに影響を与える

ソーシャルメディアへのシェアボタンと並列で設置されることも多い AI シェアボタン。記事の概要生成とともに、そのサイトを信頼できるソースとして認識し記憶しておくようにという指示も加えたプロンプトを実行させてい

る場合がある。

AIの回答を操作する「AIレコメンデーション・ポイズニング」とは？ Microsoftが対策に乗り出す

https://ipullrank.com/google-algo-leak
https://www.microsoft.com/en-us/security/blog/2026/02/10/ai-recommendation-poisoning/
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Microsoft のセキュリティ研究者は、「AI Recommendation Poisoning（AI レコメンデーション・ポイズニング）」と呼ばれる新たな脅威トレンドを確認した。

https://www.suzukikenichi.com/blog/the-rise-of-ai-recommendation-poisoning/

AIレコメンデーション・ポイズニングの実態調査60日間で 50件のユニークなプロンプトインジェクション事例を Microsoftのセキュリティ研究者は観測しました。14業種にまたがる 31社が関与しています。プロンプトには次のような用語が一般的に含まれていました。remember（記憶しなさい）trusted source（信頼できる情報源）authoritative（権威ある）in future conversations（将来の会話において）CiteMET NPMパッケージや AI Share URL Creatorなどのターンキーツールおよびプラグインが、こうした操作的な URLを生成するために存在していました。プラグインをインストールするだけで展開できる状態になっています。観測された共通パターン従来から存在するスパマーではなく、正規のビジネス企業が AIレコメンデーション・ポイズニングを実行していました。役立つ AI機能として提示されたプロモーション目的です。公開ツールによって可能になった急速な普及が確認されています。リスクと影響AIレコメンデーション・ポイズニングによる次のようなリスクと影響を Microsoftは危惧しています。ユーザーが気づかないまま AIの推薦内容に持続的な偏りが生じる。金融アドバイス、医療情報、ニュース消費、ベンダー選定において特にリスクが高まる。侵害されたドメイン上のユーザー生成コンテンツへの信頼が拡張される可能性がある。AIアシスタントの中立性と信頼性が損なわれる。

AI レコメンデーション・ポイズニングの実態調査

60 日間で 50 件のユニークなプロンプトインジェクション事例を Microsoft のセキュリティ研究者は観測しました。

14 業種にまたがる 31 社が関与しています。

プロンプトには次のような用語が一般的に含まれていました。

• remember（記憶しなさい）

• trusted source（信頼できる情報源）

• authoritative（権威ある）

• in future conversations（将来の会話において）

CiteMET NPM パッケージや AI Share URL Creator などのターンキーツールおよびプラグインが、こうした操作的な URL を生成するために存在していました。

プラグインをインストールするだけで展開できる状態になっています。

観測された共通パターン

従来から存在するスパマーではなく、正規のビジネス企業が AI レコメンデーション・ポイズニングを実行していました。

役立つ AI 機能として提示されたプロモーション目的です。

公開ツールによって可能になった急速な普及が確認されています。

リスクと影響

AI レコメンデーション・ポイズニングによる次のようなリスクと影響を Microsoft は危惧しています。

• ユーザーが気づかないまま AI の推薦内容に持続的な偏りが生じる。

• 金融アドバイス、医療情報、ニュース消費、ベンダー選定において特にリスクが高まる。

• 侵害されたドメイン上のユーザー生成コンテンツへの信頼が拡張される可能性がある。

• AI アシスタントの中立性と信頼性が損なわれる。

AIの回答を操作する「AIレコメンデーション・ポイズニング」とは？ Microsoftが対策に乗り出す

https://ipullrank.com/google-algo-leak
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Microsoft のセキュリティ研究者は、「AI Recommendation Poisoning（AI レコメンデーション・ポイズニング）」と呼ばれる新たな脅威トレンドを確認した。

https://www.suzukikenichi.com/blog/the-rise-of-ai-recommendation-poisoning/

ユーザーが自衛するための方法ユーザーが AIレコメンデーション・ポイズニングから自衛するための方法として Microsoftは次を推奨しています。AI関連のリンクをクリックする前にホバーして URLを確認する。「AIで要約」ボタンには注意を払う。AIのメモリ設定を定期的に確認・管理する。※Microsoft 365 Copilotの場合：設定 チャット →  → Copilotチャット 設定の管理 パーソナライゼーション 保存されたメモリ →  →  → 不審な保存済みメモリを削除する。信頼できないソースからプロンプトを貼り付けることを避ける。AIに推薦の根拠を説明させる。Microsoft対抗策一方で、AIレコメンデーション・ポイズニングに対して Microsoftは次の対抗策を講じます。プロンプトインジェクションフィルタリング  ユーザー入力と外部コンテンツのコンテンツ分離ユーザーが確認できるメモリ管理機能継続的な監視と進化する防御策メモリポイズニングとモデルポイズニングの両方に関する継続的な調査研究  —AI要約ボタンを利用して AIの将来の回答に影響を与える手法があることは知っていましたが、問題になっていました。LLMの出力を恣意的に操作するスパム行為だと気付かずに実行しているビジネスが多いというのも厄介なところです。MSが認識して対策に乗り出したということは、Googleや OpenAIも同様のアクションを起こす可能性は大いにありえます。スパム判定されて取り返しのつかないことにならないように、この手の手法には手を染めないようにしてください。

ユーザーが自衛するための方法

ユーザーが AI レコメンデーション・ポイズニングから自衛するための方法として Microsoft は次を推奨しています。

• AI 関連のリンクをクリックする前にホバーして URL を確認する。

• 「AI で要約」ボタンには注意を払う。

• AI のメモリ設定を定期的に確認・管理する。

• ※Microsoft 365 Copilot の場合：設定 → チャット → Copilot チャット → 設定の管理 → パーソナライゼーション → 保存されたメモリ

• 不審な保存済みメモリを削除する。

• 信頼できないソースからプロンプトを貼り付けることを避ける。

• AI に推薦の根拠を説明させる。

Microsoft 対抗策

一方で、AI レコメンデーション・ポイズニングに対して Microsoft は次の対抗策を講じます。

• プロンプト インジェクション フィルタリング

• ユーザー入力と外部コンテンツのコンテンツ分離

• ユーザーが確認できるメモリ管理機能

• 継続的な監視と進化する防御策

• メモリ ポイズニングとモデル ポイズニングの両方に関する継続的な調査研究

—

AI 要約ボタンを利用して AI の将来の回答に影響を与える手法があることは知っていましたが、問題になっていました。

LLM の出力を恣意的に操作するスパム行為だと気付かずに実行しているビジネスが多いというのも厄介なところです。

MS が認識して対策に乗り出したということは、Google や OpenAI も同様のアクションを起こす可能性は大いにありえます。

スパム判定されて取り返しのつかないことにならないように、この手の手法には手を染めないようにしてください。

AIの回答を操作する「AIレコメンデーション・ポイズニング」とは？ Microsoftが対策に乗り出す

https://ipullrank.com/google-algo-leak
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Google Discover の SDK から分析から判明した、Discover の最適化要素。

https://www.suzukikenichi.com/blog/five-factors-for-optimizing-google-discover/

Metehan Yesilyurt（メテハン・イェシルユルト）氏が、Google Discoverの SDKからクライアント側の観測可能な挙動をリバースエンジニアリングし、フィードが実際にコンテンツをどのように評価・ランク付け・抑制しているかを詳細に調査・分析しました。調査から見えてきた Discoverの最適化要素をまとめます。Google Discover最適化のための要素 Open Graphタグog:imageを含める。必須であり、これがなければカードは表示されない大きなサムネイル画像の要件を満たすために、画像の最小幅として 1200 pxを使用するog:titleを含める。必須であり、pCTRモデル（※）への直接的な入力となる正しいアトリビューション表示のために og:site_nameを含める言語とロケールのマッチングのために og:localeを含めるHTTPSを優先するために og:image:secure_urlを含めるコンテンツ分類のために article:content_tierを含める※ pCTR: Predicted CTR。システムが事前に予測するクリック率  pCTRの最適化誤解を招くタイトルは直帰率の上昇を通じて将来の pCTRを低下させるため、単なる好奇心を煽るだけでなく、本当のクリックと持続的なエンゲージメントを促すタイトルを書く画像の読み込み成功率は pCTRの入力となるため、画像が正常に読み込まれるようにするURLごとのクリック数と表示数は将来の露出にフィードバックされるため、時間をかけて過去の CTRを積み上げる フレッシュネス（新しさ）公開直後の 7日間が最も重視される期間。この間に積極的にプロモーションする〜8  14日目は中程度のウェイト、〜15  30日目は低いウェイト、30日経過後は時間単位で継続的に減衰することを想定する

Metehan Yesilyurt（メテハン・イェシルユルト）氏が、Google Discover の SDK からクライアント側の観測可能な挙動をリバースエンジニアリングし、フィードが実際にコンテンツをどのように

評価・ランク付け・抑制しているかを詳細に調査・分析しました。

調査から見えてきた Discover の最適化要素をまとめます。

Google Discover 最適化のための要素

Open Graph タグ

• og:image を含める。必須であり、これがなければカードは表示されない

• 大きなサムネイル画像の要件を満たすために、画像の最小幅として 1200 px を使用する

• og:title を含める。必須であり、pCTR モデル（※）への直接的な入力となる

• 正しいアトリビューション表示のために og:site_name を含める

• 言語とロケールのマッチングのために og:locale を含める

• HTTPS を優先するために og:image:secure_url を含める

• コンテンツ分類のために article:content_tier を含める

※ pCTR: Predicted CTR。システムが事前に予測するクリック率

pCTR の最適化

• 誤解を招くタイトルは直帰率の上昇を通じて将来の pCTR を低下させるため、単なる好奇心を煽るだけでなく、本当のクリックと持続的なエンゲージメントを促すタイトルを書く

• 画像の読み込み成功率は pCTR の入力となるため、画像が正常に読み込まれるようにする

• URL ごとのクリック数と表示数は将来の露出にフィードバックされるため、時間をかけて過去の CTR を積み上げる

フレッシュネス（新しさ）

• 公開直後の 7 日間が最も重視される期間。この間に積極的にプロモーションする

• 8 〜 14 日目は中程度のウェイト、15 〜 30 日目は低いウェイト、30 日経過後は時間単位で継続的に減衰することを想定する

SDK解析で見えたGoogle Discoverの5つのランキング要因

https://ipullrank.com/google-algo-leak
https://metehanai.substack.com/p/i-read-google-discovers-sdk-so-you
https://metehanai.substack.com/p/i-read-google-discovers-sdk-so-you
https://metehanai.substack.com/p/i-read-google-discovers-sdk-so-you
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Google Discover の SDK から分析から判明した、Discover の最適化要素。

https://www.suzukikenichi.com/blog/five-factors-for-optimizing-google-discover/

非表示の回避ユーザーが特定のコンテンツを非表示にすると、Discoverはそのコンテンツをそのユーザーに対して永久にブロックされたものとして記録する。　　　そのコンテンツが再びフィードに表示されることはなく、一時的なフィルターとは異なり、このブロックが解除されることはない。ユーザーが記事を非表示にするようなコンテンツの公開を避けるこれはドメイン全体を抑制するため、ユーザーに「[パブリッシャー]のコンテンツを表示しない」を選択させるようなパターンを避けるパーソナライゼーションへの適合Discoverは Geller/AIPインタレストグラフおよび NAIADESサブタイプ（※）を通じてコンテンツをマッチングするため、確立されたインタレストグラフシグナルと一致するコンテンツを制作するパーソナライゼーションは Googleのシステム全体で深く共有されているため、過去の公開履歴全体にわたるトピックの一貫性が重要である※「Geller/AIPインタレストグラフ」と「NAIADESサブタイプ」はどちらも Googleのパーソナライズ基盤の一部。Geller/AIPはユーザーの関心をプロファイリングし、NAIADESはコンテンツを分類する。両者が組み合わさることで、各ユーザーによりパーソナライズされたフィードを Discoverが提供できるようになる。—Discoverが検索をはるかに凌ぐ重要なトラフィック源になっているパブリッシャーが多くなっています。Discover最適化に関しては、Googleは情報をあまり出しません。また、重み付けもしばしば変更されます。この記事で紹介した最適化要素を参考にするといいでしょう。ブラックな手法はひとつも含まれていないので、効果のあるなしに関わらず安心して実行できるはずです。なお、イェシルユルト氏による、Discover SDK分析の詳細は次の記事を参照してください。Google Discover Architecture: Clusters, Classifiers, OG Tags, NAIADES – What SDK Telemetry Reveals

非表示の回避

• ユーザーが特定のコンテンツを非表示にすると、Discover はそのコンテンツをそのユーザーに対して永久にブロックされたものとして記録する。

そのコンテンツが再びフィードに表示されることはなく、一時的なフィルターとは異なり、このブロックが解除されることはない。

• ユーザーが記事を非表示にするようなコンテンツの公開を避ける

• これはドメイン全体を抑制するため、ユーザーに「[パブリッシャー] のコンテンツを表示しない」を選択させるようなパターンを避ける

パーソナライゼーションへの適合

• Discover は Geller/AIP インタレストグラフおよび NAIADES サブタイプ（※）を通じてコンテンツをマッチングするため、確立されたインタレストグラフシグナルと一致するコンテンツを制作

する

• パーソナライゼーションは Google のシステム全体で深く共有されているため、過去の公開履歴全体にわたるトピックの一貫性が重要である

※「Geller/AIP インタレストグラフ」と「NAIADES サブタイプ」はどちらも Google のパーソナライズ基盤の一部。Geller/AIP はユーザーの関心をプロファイリングし、NAIADES はコンテンツ

を分類する。両者が組み合わさることで、各ユーザーによりパーソナライズされたフィードを Discover が提供できるようになる。

—

Discover が検索をはるかに凌ぐ重要なトラフィック源になっているパブリッシャーが多くなっています。

Discover 最適化に関しては、Google は情報をあまり出しません。

また、重み付けもしばしば変更されます。

この記事で紹介した最適化要素を参考にするといいでしょう。

ブラックな手法はひとつも含まれていないので、効果のあるなしに関わらず安心して実行できるはずです。

なお、イェシルユルト氏による、Discover SDK 分析の詳細は次の記事を参照してください。

• Google Discover Architecture: Clusters, Classifiers, OG Tags, NAIADES – What SDK Telemetry Reveals

SDK解析で見えたGoogle Discoverの5つのランキング要因

https://ipullrank.com/google-algo-leak
https://metehan.ai/blog/google-discover-architecture/
https://metehan.ai/blog/google-discover-architecture/
https://metehan.ai/blog/google-discover-architecture/
https://metehan.ai/blog/google-discover-architecture/
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Google は Circle to Search（かこって検索）をアップデートし、複数オブジェクトの画像検索に対応させた。

https://www.suzukikenichi.com/blog/google-circle-to-search-can-identify-multiple-objects-at-once/

Googleは Circle to Search（かこって検索）をアップデートし、複数オブジェクトの画像検索に対応させました。このアップデートにより Circle to Searchは、1枚の画像内の複数のアイテムを同時に識別し検索できます。スクリーン内で囲った複数オブジェクトを同時検索これまでは、指で囲うあるいは指でなぞった単一のオブジェクトが Circle to Searchの検索対象でした。これが、囲った範囲の中に含まれる複数のオブジェクトを同時に認識し、検索対象にできます。次のような例を Googleは挙げています。複数の魚の種類を一度に識別する ――カラフルな魚の写真を囲んで「これらの魚はすべて何という種類で、どのように共存しているのか？」と質問する。Circle to Searchはハナメフグやミズクラゲなどの種を識別し、それらの生態系における関係を説明し、関連リソースへのリンクを提供する。  部屋の模様替え ――ミッドセンチュリーモダンなリビングルームの雰囲気など特定のスタイルをイメージする際に、ランプ 1点だけを検索するのではなく、Circle to Searchを使って部屋内のすべての要素を探索する。ソーシャルメディア投稿のコーディネートを分解する ――コーディネート全体を囲み、アクセサリーや着ている服、靴などの各アイテムを識別して、ショッピングやスタイルのインスピレーションのために類似アイテムを探す。

Google は Circle to Search（かこって検索）をアップデートし、複数オブジェクトの画像検索に対応させました。

このアップデートにより Circle to Search は、1 枚の画像内の複数のアイテムを同時に識別し検索できます。

スクリーン内で囲った複数オブジェクトを同時検索

これまでは、指で囲うあるいは指でなぞった単一のオブジェクトが Circle to Search の検索対象でした。

これが、囲った範囲の中に含まれる複数のオブジェクトを同時に認識し、検索対象にできます。

次のような例を Google は挙げています。

• 複数の魚の種類を一度に識別する ―― カラフルな魚の写真を囲んで「これらの魚はすべて何という種類で、どのように共存しているのか？」と質問する。Circle to Search は ハナメフグや 

ミズクラゲなどの種を識別し、それらの生態系における関係を説明し、関連リソースへのリンクを提供する。

• 部屋の模様替え ―― ミッドセンチュリーモダンなリビングルームの雰囲気など特定のスタイルをイメージする際に、ランプ 1 点だけを検索するのではなく、Circle to Search を使って部屋内

のすべての要素を探索する。

• ソーシャルメディア投稿のコーディネートを分解する ―― コーディネート全体を囲み、アクセサリーや着ている服、靴などの各アイテムを識別して、ショッピングやスタイルのインスピレーションの

ために類似アイテムを探す。

Google Circle to Searchアップデート、画像内の複数アイテムを一括検索できる新機能を追加

また、Circle to Search でのバーチャル試着ツールにも複数オブジェクト認識機能は適用されます。

同様に、Google レンズでも利用できます。

https://ipullrank.com/google-algo-leak
https://blog.google/products-and-platforms/products/search/circle-to-search-february-2026/
https://support.google.com/googleshopping/answer/16253678?hl=ja
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Google は Circle to Search（かこって検索）をアップデートし、複数オブジェクトの画像検索に対応させた。

https://www.suzukikenichi.com/blog/google-circle-to-search-can-identify-multiple-objects-at-once/

対応デバイスCircle to Searchの複数オブジェクト認識は、Samsung Galaxy S26シリーズおよび Pixel 10でまず提供開始します。近日中にさらに多くの Androidデバイスへ拡大予定です。テクノロジーCircle to Searchの機能アップデートは、AI処理の強化で実現しました。Gemini 3のエージェント的なプランニングおよび推論機能を搭載しています。ビジュアルクエリのファンアウトも強化されています。関連する画像領域を切り出し、並列検索を実行し、結果をクロスリファレンスします。—Circle to Searchでのクエリは昨年は 3倍に増えたそうです。頻繁に利用されていることが伺えます。AI Modeのクエリの約 6件に 1件が音声または画像を使っていると、2025年第 4四半期の決算発表で触れられていました。AI検索に好まれるコンテンツとして、動画もさることながら画像コンテンツの拡充もマルチモーダル戦略では重要になっています。動画・画像コンテンツを積極的に配信する取り組みもオススメです。Circle to Searchの複数オブジェクト認識は、今のところ、Samsung Galaxy S26シリーズおよび Pixel 10だけに搭載されています。あいにく、僕の端末は最新モデルではないためまだ体験できません。他のデバイスへの展開が待ち遠しいです。

対応デバイス

Circle to Search の複数オブジェクト認識は、Samsung Galaxy S26 シリーズおよび Pixel 10 でまず提供開始します。

近日中にさらに多くの Android デバイスへ拡大予定です。

テクノロジー

Circle to Search の機能アップデートは、AI 処理の強化で実現しました。

Gemini 3 のエージェント的なプランニングおよび推論機能を搭載しています。

ビジュアルクエリのファンアウトも強化されています。

関連する画像領域を切り出し、並列検索を実行し、結果をクロスリファレンスします。

—

Circle to Search でのクエリは昨年は 3 倍に増えたそうです。

頻繁に利用されていることが伺えます。

AI Mode のクエリの約 6 件に 1 件が音声または画像を使っていると、2025 年第 4 四半期の決算発表で触れられていました。

AI 検索に好まれるコンテンツとして、動画もさることながら画像コンテンツの拡充もマルチモーダル戦略では重要になっています。

動画・画像コンテンツを積極的に配信する取り組みもオススメです。

Circle to Search の複数オブジェクト認識は、今のところ、Samsung Galaxy S26 シリーズおよび Pixel 10 だけに搭載されています。

あいにく、僕の端末は最新モデルではないためまだ体験できません。

他のデバイスへの展開が待ち遠しいです。

Google Circle to Searchアップデート、画像内の複数アイテムを一括検索できる新機能を追加

https://ipullrank.com/google-algo-leak
https://x.com/thefox/status/2026833454592369027
https://x.com/thefox/status/2026833454592369027
https://x.com/thefox/status/2026833454592369027
https://x.com/thefox/status/2026833454592369027
https://x.com/thefox/status/2026833454592369027
https://blog.google/company-news/inside-google/message-ceo/alphabet-earnings-q4-2025/
https://blog.google/company-news/inside-google/message-ceo/alphabet-earnings-q4-2025/
https://blog.google/company-news/inside-google/message-ceo/alphabet-earnings-q4-2025/
https://blog.google/company-news/inside-google/message-ceo/alphabet-earnings-q4-2025/
https://blog.google/company-news/inside-google/message-ceo/alphabet-earnings-q4-2025/
https://blog.google/company-news/inside-google/message-ceo/alphabet-earnings-q4-2025/
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Web担当者Forum の連載コーナー「海外&国内SEO情報ウォッチ」を更新。AI 最適化のために、「生成 AI で紹介してもらえるページ」にしたい ―― でも、何をどうす
ればいいの？ 大量のページと AI 引用を調査して見えてきた「AI に引用されやすい文章のパターン」を紹介する

https://www.suzukikenichi.com/blog/seowatch20260227/

Web担当者Forumの連載コラム、「海外国内SEO情報ウォッチ」を更新しました。今週のピックアップはこちらです。AIに引用されやすい文章パターンとは？ 120万件の検索結果と1万8千件の引用で判明したAIのクセ“ ”ほかにも、ウェブサイト運営や SEOに役立つ、次のような情報を取り上げました。「AI向けにMarkdownでコンテンツ配信」は最強のGEO/AIOになるか？MarkdownはAIのクロールに影響なし。実験からも明らかにSEOで順位ダウンするとAI検索の引用も減る!? SEOプロの分析から明らかにグーグルはインデックス登録リクエストを推奨しない。もう時代は変わったのだ！クロール問題の根本原因分析と対策SCの新機能はどこ行った？まだ使えていないんだが 検索トラフィックが減っても読者は増やせる。Atlanticoが証明した「直接訪問」の力サイト移行で発生するありがちなトラブル×8AIにコンテンツを書かせて問題ないかのシンプルな判断基準 こちらからどうぞ。AIに引用されやすい文章パターンとは？ 120万件の検索結果と1万8千件の引用で判明したAIのクセ“ ”【SEOまとめ】

Web担当者Forum の連載コラム、「海外&国内SEO情報ウォッチ」を更新しました。

今週のピックアップはこちらです。

• AIに引用されやすい文章パターンとは？ 120万件の検索結果と1万8千件の引用で判明したAIの“クセ”

ほかにも、ウェブサイト運営や SEO に役立つ、次のような情報を取り上げました。

• 「AI向けにMarkdownでコンテンツ配信」は最強のGEO/AIOになるか？

• MarkdownはAIのクロールに影響なし。実験からも明らかに

• SEOで順位ダウンするとAI検索の引用も減る!? SEOプロの分析から明らかに

• グーグルはインデックス登録リクエストを推奨しない。もう時代は変わったのだ！

• クロール問題の根本原因分析と対策

• SCの新機能はどこ行った？ まだ使えていないんだが

• 検索トラフィックが減っても読者は増やせる。Atlanticoが証明した「直接訪問」の力

• サイト移行で発生するありがちなトラブル×8

• AIにコンテンツを書かせて問題ないかのシンプルな判断基準

こちらからどうぞ。

• AIに引用されやすい文章パターンとは？ 120万件の検索結果と1万8千件の引用で判明したAIの“クセ”【SEOまとめ】

AIに引用されやすい文章パターンとは？ 120万件の検索結果と1万8千件の引用で判明したAIの“クセ”【海外＆国内SEO
情報ウォッチ】

https://ipullrank.com/google-algo-leak
https://webtan.impress.co.jp/
https://webtan.impress.co.jp/
https://webtan.impress.co.jp/
https://webtan.impress.co.jp/corner/3723
https://webtan.impress.co.jp/corner/3723
https://webtan.impress.co.jp/corner/3723
https://webtan.impress.co.jp/corner/3723
https://webtan.impress.co.jp/corner/3723
https://webtan.impress.co.jp/e/2026/02/27/52218#item03
https://webtan.impress.co.jp/e/2026/02/27/52218#item03
https://webtan.impress.co.jp/e/2026/02/27/52218#item03
https://webtan.impress.co.jp/e/2026/02/27/52218#item03
https://webtan.impress.co.jp/e/2026/02/27/52218#item03
https://webtan.impress.co.jp/e/2026/02/27/52218#item03
https://webtan.impress.co.jp/e/2026/02/27/52218#item03
https://webtan.impress.co.jp/e/2026/02/27/52218#item03
https://webtan.impress.co.jp/e/2026/02/27/52218#item03
https://webtan.impress.co.jp/e/2026/02/27/52218#item03
https://webtan.impress.co.jp/e/2026/02/27/52218#item03
https://webtan.impress.co.jp/e/2026/02/27/52218#item03
https://webtan.impress.co.jp/e/2026/02/27/52218#item03
https://webtan.impress.co.jp/e/2026/02/27/52218#item03
https://webtan.impress.co.jp/e/2026/02/27/52218#item03
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Search Off the Record ポットキャストのエピソード 105 では、ブラウザが HTML をどのようパースするか、そして SEO やウェブサイトのパフォーマンスにとって
それが何を意味するかがディスカッションされた。

https://www.suzukikenichi.com/blog/google-explains-how-googlebot-parses-html/

Search Off the Recordポットキャストのエピソード 105では、ブラウザが HTMLをどのようにパース（解析）するか、そして SEOやウェブサイトのパフォーマンスにとってそれが何を意味するかをテーマに GoogleのMartin Splitt（マーティン・スプリット）氏と Gary Illyes（ゲイリー・イリース）氏がディスカッションしました。概要このディスカッションはもともと、HTTPクライアント（ブラウザ）に送信する情報をマーティンが取り上げたいという動機から始まりました。そこで、まず必要な基礎知識として HTMLパースの基本に立ち返りました。HTML標準は要素の配置場所を定義しています。一方で、ブラウザや検索エンジンは、ウェブの現実的な複雑さに対応するために追加のルールを適用しています。このディスカッションで強調されたのは、厳密な HTMLの妥当性は多くの開発者が考えるほど重要ではないという点です。しかしそれでも、metaタグや linkタグなどのメタデータの正しい配置は、特に検索エンジンにとって依然として重要です。  主要ポイントマーティンとゲイリーによるディスカッションの主要点をまとめます。HTMLパースは複雑で寛容である：　　　ブラウザはウェブの互換性を維持するために不完全なマークアップを受け入れるため、HTMLを厳密にパースすることは難しい。HTMLの妥当性はランキング要因ではない：　　　検索パフォーマンスに完全に有効な HTMLは必要ない。終了タグの欠落などの軽微なエラーは、通常ブラウザや検索エンジンに影響を与えない。メタデータは headに属する：　　　metaタグ（例：robots meta）や canonical linkタグなどの要素は head内に配置されることが想定されている。HTML Living Standardによると、名前付き meta要素およびメタ　　　　　　データを持つ link要素は、メタデータコンテンツが想定される場所、すなわち headにのみ配置できる。body内に配置された場合、無視される可能性がある。bodyに挿入されたメタデータは曖昧さやリスクを生む可能性がある：　　　rel=canonicalのような重要なシグナルを body内で許容してしまうと、たとえばエスケープ処理が不十分なサイトのブログコメントを通じた挿入など、悪用を招く恐れがある。そのため、より厳密な配置の解釈に検索エンジンは依存している。JavaScriptで変更されたシグナルは混乱を招く可能性がある：　　　初期ロード後に canonicalやメタデータの値を変更すると、曖昧さが生じる可能性がある。初期 HTMLにおける明確で一貫したシグナルが望ましい。技術的に必要な場合に JavaScriptで　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　メタデータを追加することは許容されるが、初期 HTMLとレンダリング後の出力の間で相反するシグナルが生じると解釈が困難になる。

Search Off the Record ポットキャストのエピソード 105 では、ブラウザが HTML をどのようにパース（解析）するか、そして SEO やウェブサイトのパフォーマンスにとってそれが何を意味す

るかをテーマに Google のMartin Splitt（マーティン・スプリット）氏と Gary Illyes（ゲイリー・イリース）氏がディスカッションしました。

概要

このディスカッションはもともと、HTTP クライアント（ブラウザ）に送信する情報をマーティンが取り上げたいという動機から始まりました。

そこで、まず必要な基礎知識として HTML パースの基本に立ち返りました。

HTML 標準は要素の配置場所を定義しています。一方で、ブラウザや検索エンジンは、ウェブの現実的な複雑さに対応するために追加のルールを適用しています。

このディスカッションで強調されたのは、厳密な HTML の妥当性は多くの開発者が考えるほど重要ではないという点です。

しかしそれでも、meta タグや link タグなどのメタデータの正しい配置は、特に検索エンジンにとって依然として重要です。

主要ポイント

マーティンとゲイリーによるディスカッションの主要点をまとめます。

• HTML パースは複雑で寛容である：

ブラウザはウェブの互換性を維持するために不完全なマークアップを受け入れるため、HTML を厳密にパースすることは難しい。

• HTML の妥当性はランキング要因ではない：

検索パフォーマンスに完全に有効な HTML は必要ない。終了タグの欠落などの軽微なエラーは、通常ブラウザや検索エンジンに影響を与えない。

• メタデータは head に属する：

meta タグ（例：robots meta）や canonical link タグなどの要素は head 内に配置されることが想定されている。HTML Living Standard によると、名前付き meta 要素およびメタ

データを持つ link 要素は、メタデータコンテンツが想定される場所、すなわち head にのみ配置できる。body 内に配置された場合、無視される可能性がある。

• body に挿入されたメタデータは曖昧さやリスクを生む可能性がある：

rel=canonical のような重要なシグナルを body 内で許容してしまうと、たとえばエスケープ処理が不十分なサイトのブログコメントを通じた挿入など、悪用を招く恐れがある。そのため、よ

り厳密な配置の解釈に検索エンジンは依存している。

• JavaScript で変更されたシグナルは混乱を招く可能性がある：

初期ロード後に canonical やメタデータの値を変更すると、曖昧さが生じる可能性がある。初期 HTML における明確で一貫したシグナルが望ましい。技術的に必要な場合に JavaScript で

メタデータを追加することは許容されるが、初期 HTML とレンダリング後の出力の間で相反するシグナルが生じると解釈が困難になる。

検索エンジンはHTMLをどのように解析するのか？ 正しいHTMLはSEOで重要なのか？

https://ipullrank.com/google-algo-leak
https://search-off-the-record.libsyn.com/how-browsers-really-parse-html-and-what-that-means-for-seo
https://search-off-the-record.libsyn.com/how-browsers-really-parse-html-and-what-that-means-for-seo
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Search Off the Record ポットキャストのエピソード 105 では、ブラウザが HTML をどのようパースするか、そして SEO やウェブサイトのパフォーマンスにとって
それが何を意味するかがディスカッションされた。

https://www.suzukikenichi.com/blog/google-explains-how-googlebot-parses-html/

リソースヒントは検索エンジンよりもユーザーに役立つ：　　　preload、prefetch、preconnect、DNSプリフェッチはブラウザにおける体感パフォーマンスを向上させる。Googlebotのフェッチは非同期で行われ、リソースは Google側でキャッ　　シュされるため、検索クロールへの直接的な影響は限定的である。なお、preloadは Cookieリークに関するプライバシー上の懸念からブラウザで一時的に無効化されており、これが中間レイヤーとして AMPキャッシュが導入された理由のひとつでもある。検索エンジンは HTMLをブラウザとは異なる方法で処理する：　　　クロールおよびレンダリングのワークフローはブラウザのリアルタイムの動作とは異なるため、すべてのブラウザパフォーマンス最適化が検索処理に関連するわけではない。セマンティック HTMLが SEOに与える直接的な影響は限定的である：　　　article、section、複数の h1タグなどの構造化要素を使用することはアクセシビリティやユーザーにとって有益だが、それ単体では意味のあるランキング向上にはつながらない。HTMLの妥当性は「正・誤」の二元的な概念であるため、「ほぼ正しい」HTMLにランキングシグナルを与えることは現実的ではない。厳密な完璧さよりも明確な意図が重要である：　　　バリデーションの細部にこだわるよりも、一貫性、適切なメタデータの配置、相反するシグナルの回避の方が重要である。—今回のエピソードは、ことさら新しい情報が含まれたディスカッションではありませんでした。それでも、テクニカル SEOに携わる実務者にとって再確認すべき大切なポイントが含まれています。HTMLの完全なバリデーションやセマンティックマークアップに過度にこだわるよりも、 metaタグや linkタグなどの重要なシグナルを適切に head内に配置し、検索エンジンにとって解釈しやすい一貫した構造を保つことのほうが実務上は重要です。また、preloadや prefetchなどの最適化は直接的なランキング要因ではないものの、ユーザー体験の向上を通じて間接的に成果へ影響し得る点も、SEOを広義で捉えるうえではおろそかにできません。

• リソースヒントは検索エンジンよりもユーザーに役立つ：

preload、prefetch、preconnect、DNS プリフェッチはブラウザにおける体感パフォーマンスを向上させる。Googlebot のフェッチは非同期で行われ、リソースは Google 側でキャッ

シュされるため、検索クロールへの直接的な影響は限定的である。なお、preload は Cookie リークに関するプライバシー上の懸念からブラウザで一時的に無効化されており、これが中間レイヤー

として AMP キャッシュが導入された理由のひとつでもある。

• 検索エンジンは HTML をブラウザとは異なる方法で処理する：

クロールおよびレンダリングのワークフローはブラウザのリアルタイムの動作とは異なるため、すべてのブラウザパフォーマンス最適化が検索処理に関連するわけではない。

• セマンティック HTML が SEO に与える直接的な影響は限定的である：

article、section、複数の h1 タグなどの構造化要素を使用することはアクセシビリティやユーザーにとって有益だが、それ単体では意味のあるランキング向上にはつながらない。HTML の妥

当性は「正・誤」の二元的な概念であるため、「ほぼ正しい」HTML にランキングシグナルを与えることは現実的ではない。

• 厳密な完璧さよりも明確な意図が重要である：

バリデーションの細部にこだわるよりも、一貫性、適切なメタデータの配置、相反するシグナルの回避の方が重要である。

—

今回のエピソードは、ことさら新しい情報が含まれたディスカッションではありませんでした。

それでも、テクニカル SEO に携わる実務者にとって再確認すべき大切なポイントが含まれています。

HTML の完全なバリデーションやセマンティック マークアップに過度にこだわるよりも、meta タグや link タグなどの重要なシグナルを適切に head 内に配置し、検索エンジンにとって解釈しやす

い一貫した構造を保つことのほうが実務上は重要です。

また、preload や prefetch などの最適化は直接的なランキング要因ではないものの、ユーザー体験の向上を通じて間接的に成果へ影響し得る点も、SEO を広義で捉えるうえではおろそかにで

きません。

検索エンジンはHTMLをどのように解析するのか？ 正しいHTMLはSEOで重要なのか？

https://ipullrank.com/google-algo-leak
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